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親子自然観察会　　6日　　22名の参加　　
梅雨時の土曜日や、日曜日はなかなか天気に恵まれることはありません。ずいぶん気をもんだのは主催者ばかりでなく、参加される皆さんが心配されたのではないでしょうか。楽しみにされて来られたので、参加するかしないか迷われたのではないでしょうか。そんな中、多くの方々が集まっていただきました。ずいぶん昆虫に関心をお持ちの方々と見受けました。初めの挨拶もそこに早速、木津川の堤防に移動し堤防天端から河川敷に下りて草むらを探します。約10分が経過したとき先頭グループから大きな声でカヤネズミの巣が見つかったと聞こえます。ワーッと足を速め、写真や観察に懸命、目が輝きます。今日の目的が一つ達成されました。少し足場の確保ができた場所で、地面や地に近いところで生活する昆虫の採取は、「紙コップなどを地面に埋め込んで落とし穴方式で調べるのです」と、小林慧人君から解説がありました。空中の蝶やカブトムシ等少し大型の昆虫に関心を持っていた子どもたちに、地面近くにも昆虫がいるのだと気付かせる、いい説明でした。カミキリやテントウムシなど多くの昆虫と出会いながら、今日の目的としている神矢樋門付近でのホソオチョウを確認できる情報をもとに足を速めました。11時30分になっていましたので、約10分間で見つけましょうと分散して探しました。もうだめだとあきらめかけたとき、植物管理指定地の枠からホソオチョウが飛び出してくれました。この蝶はウマノスズクサを食草とするもので、「誰かが韓国から持ち込んだ」と説明があり、黒い在来のジャコウアゲハと食草が競合していることを学習しました。12時前に帰路につきました。12時半に集合地に到着、さっそく成果を出し合いますと15種の蝶を確認できていました。小学生も保護者も一言ずつ感想を述べ合い、桜谷先生からまとめを聞いて散会しました。
午後から、今年最後のオオムラサキの観察会を実施　6日13時普賢寺小学校前集合。　
昨年から整備を取組んできたので、山の中を歩き回ってオオムラサキを探さなくても飛んでくるのを待っていれば必ず確認できるようになりました。エノキ林をしっかり整備し、観察広場をこしらえたので、随分気楽にオオムラサキと出会えるようになりました。昼食後里山農園に集合するとポツリポツリと降り始めした。背景が曇り空で見にくい中の桜谷先生が「タマムシが飛んでいるカミキリも飛んでいる」と紹介していただきます。目が慣れてくるとそれがわかってきます。オオムラサキはこれだけ雨が降り出すととても無理とあきらめて、又の機会として散会しました。午後からわざわざ亀岡市から3名のご家族が美しいオオムラサキを一目見たいとお越しになりましたが、残念な結果になりました。　6日の二つの取組みを通じて2名の方が入会されました。
毎日新聞（7月9日号朝刊）が里山農園についてオオムラサキの観察会を通じて里山生態園への取り組みを取り上げていただきました。里山の会の地域貢献についてその一端を適切に紹介いただきました。　ぜひご一読下さい

32回京都木津川マラソン大会第1回実行委員会が開かれ、
参加費の値上げ（値上げ金額：フルマラソン:400円、ハーフ:100円）が決まる

4月から消費税の引き上げが実施され、自動的に税金分が不足してきます。継続実施のためにやむを得ず参加費の引き上げをせざるを得なくなりました。特にフルマラソンは締切日から中二日で定員いっぱいとなりますので、この部分だけでもご負担をお願いすることにしました。他の部門は引き上げに伴う応募者のマイナスも考えられますので引き上げを考慮しました。
8月3日実施予定の木津川親子で遊ぼう・学ぼう・魚とりの参加申込み状況　
大人64人子ども68人合計132人　前回より20名程度増加

前回の6月22日の取組みでは、雨天にも関わらず大勢のご参加がありました。2回目の8月3日の応募は前回を上回る希望者がありました。木津川を身近に感じ、故郷の大河に接し楽しめる機会を心待ちにされているみなさんが多くおられることがわかりました。　

スタッフの応援お願いします。　
都合のつく方ぜひ応援にお越しください　班単位で行動します。班長と指導員の二人で約30人の安全を守りながら魚とりや水質検査を行います。　そのほかにテント立てや撤収係り、ミスト運転で熱中症防止係、緊急事態対応係り、スタッフの弁当や受付当係り、上中下流での安全監視係り、など総勢50人以上のスタッフ体制を組上げなければ木津川での魚とりは実行できません。ぜひ多くの皆様のご協力お手伝いをお願いします。ご連絡をお願いしいたします。
28日に収穫した80㎏のジャガイモの販売をしています。700円/kgでお分けしています。一般市場での値段と比較すると格安となっています。せいぜい早く申し込んでください。重いものですからお届けできます。タマネギもあとわずかとなっています。4個:100円ですので大変割安です。
里山の会のホームページに里山農園のパートを作ろうと小泉さんが懸命にパソコンと四つに組んで大奮闘をしていただいています。間もなく発信ができる一歩手前に到達しているとの事です。大いにご期待ください。
京都木津川マラソン本部会場の草刈　約7時間で刈取りが完了　7日　今年の草はずいぶんとイネ科の植物が増加して自走式草刈り機の最も苦手とする状況になっていました。細くても束になると刈取りがおっつかなくなりエンジンが停止してしまいます。これは、刈り取り能力を超えて草が密生しているからです。これまではあまり見られなかった状況に変化しています。昨年の18号の台風の影響なのでしょうか。南駐車場は予想していましたが、さらに困難です。いずれにしても生育している草の背丈がかなり伸びて長くなっています。たびたびエンジンが停止しますので、そのたびに起動しなくてはなりません。昨年までは最初にエンジンを起動すると作業が終了するまで、エンジンをかけることはほとんどありませんでした。刈り取り幅を小さくするとか、スピードを落とすとか随分工夫するのですが、想像を超える状況になっています。従って作業時間をかけた割には、効率がグッと落ちてしまいます。体力の消耗と疲労は倍増します。蒸し暑さによる汗も大変です。刈払機と比べると処理能力には格段の違いがあります。さすが自走式です。＜山村記＞
